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高
校
生
が
本
学
に
通
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
や
関
心
に

応
じ
た
講
義
を
聴
講
す
る
高

大
連
携
聴
講
生
の
修
了
式
が

１
月
24
日
、
専
修
大
学
サ
テ

ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ

れ
、
21
人
に
修
了
証
書
が
授

与
さ
れ
た
。

　
２
０
２
５
年
度
は
、
高
大

連
携
協
定
校
の
生
田
東
高
、

大
田
桜
台
高
、
和
洋
九
段
女

子
高
、
専
大
附
属
高
、
専
大

松
戸
高
の
１
〜
３
年
生
が
参

加
。
生
徒
た
ち
は
「
憲
法
入

門
」
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
」「
宇
宙
地
球
科
学
」

と
い
っ
た
講
義
を
大
学
生
と

と
も
に
受
講
し
た
。

　
高
大
連
携
連
絡
協
議
会
の

砂
原
由
和
座
長
、
佐
藤
由
美

副
座
長
を
交
え
た
懇
談
会
で

は
、「
大
学
の
雰
囲
気
を
感

じ
た
こ
と
で
、
目
標
が
明
確

に
な
り
、
進
路
を
決
め
る
き

っ
か
け
に
な
っ
た
」「
高
校

ま
で
と
は
異
な
る
授
業
形
式

で
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
上
が
っ
た
。

就
職
だ
よ
り

　〈
進
路
決
定
し
た
４
年
次

生
へ
〉
本
学
で
は
、
卒
業
生

の
進
路
状
況
を
統
計
と
し
て

取
り
ま
と
め
、
文
部
科
学
省

を
含
む
関
係
機
関
へ
報
告
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
進
路

が
決
定
し
た
方
は
、「
進
路

届
」
を
就
職
支
援
シ
ス
テ
ム

「
Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ
」
ま
た
は
キ

ャ
リ
ア
形
成
支
援
課
窓
口
に

て
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
あ
わ
せ
て
、「
ｉ
ｎ 

Ｃ

ａ
ｍ
ｐ
ｕ
ｓ
」
か
ら
「
就
職

ア
ン
ケ
ー
ト
」
へ
の
回
答
に

も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　〈
３
年
次
生
へ
〉
第
３
回

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
オ
ン
デ

マ
ン
ド
動
画
）
を
２
月
28
日

（
土
）
ま
で
公
開
し
て
い
ま

す
。
採
用
選
考
の
ピ
ー
ク
前

に
整
理
し
て
お
き
た
い
ポ
イ

ン
ト
、
こ
の
時
期
に
特
に
留

意
す
べ
き
こ
と
、
多
様
な
就

活
の
進
め
方
（
学
校
推
薦

等
）
に
つ
い
て
解
説
し
ま

す
。
ぜ
ひ
視
聴
し
て
く
だ
さ

い
。

※
詳
細
は
、
ｉ
ｎ 

Ｃ
ａ
ｍ

ｐ
ｕ
ｓ
12
月
15
日
配
信「【
キ

ャ
リ
ア
形
成
支
援
課
】〈
27

卒
生
必
見
〉
就
活
解
禁
直
前

対
策
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
オ
ン
デ

マ
ン
ド
配
信
開
始
！
」
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　〈
全
学
生
へ
〉
キ
ャ
リ
ア

形
成
支
援
課
で
は
、
春
休
み

期
間
中
も
平
日
（
９
〜
15

時
）
に
キ
ャ
リ
ア
・
就
職
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
・
履
歴

書
の
添
削
、
模
擬
面
接
な

ど
、
進
路
に
関
す
る
悩
み
や

準
備
に
つ
い
て
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
小
田
急
電
鉄
の
鉄
道
博
物

館
「
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」（
神
奈
川
県
海
老

名
市
）
で
、
文
学
部
・
平
井

信
太
郎
ゼ
ミ
が
企
画
立
案
し

た
音
声
コ
ン
テ
ン
ツ
が
採
用

さ
れ
、
１
月
31
日
か
ら
利
用

開
始
さ
れ
た
。

　
広
告
に
つ
い
て
学
ぶ
平
井

ゼ
ミ
は
２
０
２
５
年
度
、
小

田
急
グ
ル
ー
プ
の
広
告
会
社
・

小
田
急
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
の

社
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
わ
か

も
の
が
か
り
」
と
連
携
し
、

ロ
マ
ン
ス
カ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
に
取
り
組
ん

だ
。
後
期
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、
ゼ
ミ
生
が
提

案
し
た
ア
イ
デ
ア

の
う
ち
、
音
声
コ

ン
テ
ン
ツ
の
企
画

が
採
用
さ
れ
、
実

際
の
台
本
制
作
を

行
っ
た
。

　
音
声
コ
ン
テ
ン

ツ
が
流
れ
る
の

は
、
２
月
23
日
ま

で
の
イ
ベ
ン
ト
限

定
。
新
宿
か
ら
小

田
原
・
箱
根
ま
で

の
沿
線
を
再
現
し

た
「
ジ
オ
ラ
マ
パ

ー
ク
」
ゾ
ー
ン

で
、
新
宿
、
下
北
沢
、
相
模

大
野
、
江
ノ
島
、
箱
根
の
五

つ
の
エ
リ
ア
の
特
徴
を
伝

え
、
ジ
オ
ラ
マ
を
楽
し
く
周

遊
で
き
る
仕
掛
け
に
な
っ
て

い
る
。

　
ゼ
ミ
生
24
人
が
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

所
の
魅
力
を
分
か
り
や
す
く

紹
介
す
る
た
め
、
ア
イ
デ
ア

を
出
し
あ
っ
た
。

　
下
北
沢
を
担
当
し
た
３
年

次
生
は
「
サ
ブ
カ
ル
の
発
信

地
で
あ
る
下
北
沢
な
ら
で
は

の
魅
力
を
伝
え
な
が
ら
も
、

子
ど
も
た
ち
の
目
線
を
意
識

し
て
考
え
た
」
と
話
す
。
４

年
次
生
は
「
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

に
向
け
て
企
画
、
提
案
す
る

と
い
う
作
業
は
初
め
て
で
勉

強
に
な
っ
た
。
ゼ
ミ
で
取
り

組
ん
だ
成
果
が
形
に
な
り
う

れ
し
い
」
と
語
っ
た
。

　
確
定
申
告
を
前
に
、
学
生

に
税
金
に
つ
い
て
考
え
て
も

ら
お
う
と
、
１
月
15
日
、
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
体
験
講
座

が
開
催
さ
れ
た
。
学
生
部
主

催
。

　
東
京
国
税
局
神
田
税
務
署

の
署
員
が
講
師
を
務
め
、
税

制
や
源
泉
徴
収
票
の
見
方
な

ど
を
紹
介
。「
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
で
収
入
が
あ
る
場
合
、
確

定
申
告
に
よ
り
、
源
泉
徴
収

で
引
か
れ
た
税
金
が
還
付
さ

れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
確

認
し
て
ほ
し
い
」と
話
し
た
。

　
参
加
し
た
学
生
は
実
際
に

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ

て
、
確
定
申
告
の
や
り
方
を

体
験
。
源
泉
徴
収
票
を
ス
マ

ホ
の
カ
メ
ラ
で
読
み
取
る
だ

け
で
所
得
金
額
や
還
付
金
額

が
自
動
入
力
さ
れ
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
そ
の
ほ
か
、「
年

収
の
壁
」
や
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
連
携
、
国
税
専
門
官
の
仕

事
の
説
明
な
ど
も
あ
っ
た
。

　
参
加
し
た
法
学
部
３
年
次

生
は
、「
去
年
ま
で
は
バ
イ

ト
先
か
ら
源
泉
徴
収
票
を
も

ら
っ
て
も
、
ど
う
し
た
ら
い

い
か
分
か
ら
ず
放
置
し
て
い

た
。
今
回
、
入
力
を
体
験
し

て
簡
単
だ
と
分
か
っ
た
の

で
、
今
年
は
必
ず
申
告
す

る
」
と
話
し
て
い
た
。

　
講
座
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も

配
信
さ
れ
た
。

ス
マ
ホ
で
確
定
申
告
体
験
講
座

確定申告の方法が説明された

平井特任教授（左）とゼミ生たち

高
大
連
携
聴
講
生

2121
人
に
人
に
修
了
証
書

修
了
証
書

　
専
修
大
学
ス
ポ
ー
ツ
研
究
所

（
佐
藤
満
所
長
）
の
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
挑
戦
　
君
の
魂
に
火
を

つ
け
る
」
が
12
月
18
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。
元
プ
ロ

テ
ニ
ス
選
手
で
日
本
テ
ニ
ス
協
会

強
化
育
成
本
部
副
本
部
長
、「
修

造
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
代
表
の
松
岡
修

造
さ
ん
ら
豪
華
ゲ
ス
ト
を
迎
え
、

日
本
テ
ニ
ス
の
現
在
地
と
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ

れ
た
。

　
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
二
部

制
で
実
施
さ
れ
た
。
第
一
部
で
は
、

長
年
日
本
テ
ニ
ス
界
の
育
成
・
強

化
に
携
わ
り
、
世
界
で
活
躍
す
る

錦
織
圭
選
手
ら
の
メ
ン
タ
ル
コ
ー

チ
と
し
て
「
修
造
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

に
参
加
し
て
き
た
ス
ポ
ー
ツ
研
究

所
顧
問
の
佐
藤
雅
幸
経
済
学
部
教

授
が
基
調
講
演
（
最
終
講
義
）
を

行
い
、
40
年
以
上
に
及
ぶ
本
学
で

の
教
育
・
研
究
活
動
、
女
子
テ
ニ

ス
部
監
督
と
し
て
の
歩
み
な
ど
を

振
り
返
っ
た
。

　
第
二
部
で
は
、
佐
藤
教
授
に
加

え
、
松
岡
さ
ん
、
男
子
ジ
ュ
ニ
ア

14
歳
以
下
監
督
の
櫻
井
準
人
さ

ん
、
元
テ
ニ
ス
マ
ガ
ジ
ン
編
集
長

の
牧
野
正
さ
ん
が
登
壇
。
フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
足
立
清
紀
さ
ん

の
進
行
で
、「
育
成
」
と
「
挑
戦
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
多
角
的
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
た
。
挑
戦
者
に
必

要
な
も
の
と
し
て
、
松
岡
さ
ん
が

「
自
立
し
、
決
断
し
、
自
分
で
表

現
す
る
こ
と
が
必
要
。
リ
ス
ク
や

恐
怖
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
向
き
合

う
こ
と
が
挑
戦
だ
」
と
語
る
と
、

佐
藤
教
授
は
「
一
番
駄
目
な
の
は

何
も
し
な
い
こ
と
。
失
敗
は
成
長

の
糧
だ
」
と
応
じ
た
。

　
最
後
に
佐
藤
教
授
は
、「
専
大

に
は
ま
じ
め
な
学
生
が
多
い
が
、

見
方
を
変
え
る
と
既
存
の
枠
組
み

か
ら
あ
ま
り
出
よ
う
と
し
な
い
。

自
分
の
殻
を
破
り
、
挑
戦
し
て
ほ

し
い
」と
学
生
た
ち
を
激
励
し
た
。

　
参
加
し
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の

学
生
は
、「
自
信
を
持
つ
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ん
だ
」「
失
敗
を
成
長
に

つ
な
げ
る
考
え
方
に
共
感
し
た
」

「
自
分
に
ベ
ク
ト
ル
を
向
け
て
今

後
の
競
技
生
活
に
臨
み
た
い
」
と

感
想
を
述
べ
た
。

身ぶりを交え、次代を担う学生に熱いエールを送った松岡さん

スポーツ研究所公開シンポジウム

人

文

科

学

研

公

開

講

演

会

　
人
文
科
学
研
究
所
（
田
中

正
敬
所
長
）
の
公
開
講
演
会

「
ア
メ
リ
カ
の
い
ち
ば
ん
長

い
戦
争
」
が
１
月
24
日
、
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ

た
。
立
教
大
学
ア
メ
リ
カ
研

究
所
所
員
の
生
井
英
考
さ
ん

を
講
師
に
招
き
、
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
の
記
憶
が
現
在
の
ア
メ

リ
カ
社
会
に
い
か
に
結
び
つ

い
て
い
る
か
を
考
察
し
た
。

　
生
井
さ
ん
は
『
ジ
ャ
ン
グ

ル
・
ク
ル
ー
ズ
に
う
っ
て
つ

け
の
日
』
な
ど
の
著
書
で
知

ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
研
究
者
。

講
演
で
は
、
戦
没
者
慰
霊
碑

の
建
設
を
巡
る
対
立
な
ど
を

説
明
し
、ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
、

ア
メ
リ
カ
国
民
の
感
情
に
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
「
遺
恨
」
を

残
し
、
そ
れ
ら
が
現
在
の
政

治
不
信
、民
兵
組
織
の
乱
立
、

分
断
の
流
れ
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
話
し
た
。

　
生
井
さ
ん
の
講
演
を
受
け

て
、
文
学
部
の
渡
邉
真
理
子

教
授
が
「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
い
う

概
念
が
社
会
全
体
に
認
知
さ

れ
、
帰
還
兵
に
よ
る
回
想
録

文
学
の
隆
盛
に
つ
な
が
っ

た
」
と
解
説
。
そ
の
う
え
で

ア
メ
リ
カ
全
体
を
覆
っ
て
い

る
「
虚
言
の
病
」
が
戦
争
の

記
憶
と
深
く
関
係
し
て
い
る

こ
と
を
、
小
説
や
映
画
を
通

し
て
指
摘
し
た
。

佐藤副座長（左）から修了証書が手渡された

多くの学生、教職

員らが来場した

松
岡
修
造

松
岡
修
造
さ
ん
さ
ん
ら
招
き
日
本
テ
ニ
ス
界
展
望

ら
招
き
日
本
テ
ニ
ス
界
展
望

経
済
・
佐
藤
雅
幸
教
授
が
基
調
講
演

アメリカ研究者の生井氏が講演した

ベトナム戦争が与えた影響解説

文・平井ゼミ企画立案
音声で沿線の魅力紹介

ロマンスカーミュージアムロマンスカーミュージアム

スマホを使った

確定申告を体験


